
副市長レビュー（春）調書 

1 部局名

（課名）
こども家庭部 (幼児教育・保育課) 

2 協議事項

（案件名）

小規模保育事業の促進と既存施設(私立幼稚園)を活用した待機児童対策につ

いて

3 背景・現状

・0-2 歳児の待機児童解消のため平成 28 年度から地域型保育事業(小規模・事

業所内)を促進しているが、募集に対して応募が下回る状況である。

・ H29 サマーレビュー掲載事業の内、国要綱が示されておらず未実施となっ

ていた「幼稚園における 2 歳児受入」について、5 月 15 日付で要綱が発出

された。

4 検討経過・

課題

・小規模保育事業の創設に係る施設整備費に対する補助制度がないことと、

設置後のランニングコストに対する懸念が、参入を躊躇する要因となって

いる。

・3 歳以降の受け皿となることが可能な私立幼稚園(運営は学校法人)に対し、

小規模保育事業への参入を促したい。

・私立幼稚園 46 園を対象に 2 月に「2 歳児受入」の意向調査を実施した。

5-1 方向性

の提案

H29 サマーレビュー掲載事業を着実に推進し、早期の待機児童解消を図る

①小規模保育事業の設置促進のため、意欲ある事業者への支援体制の拡充

・「地域型保育事業(小規模・事業所内)」の再募集

・「サテライト型保育事業」の実施※新規

・保育補助者雇上事業費の検討

②私立幼稚園における「2 歳児受入」

・｢一時預かり事業(幼稚園型)による 2 歳児定期利用」の検討

5-2 論点

（方向性の決

定に向け議

論する事項）

①支援体制の拡充で見込まれる効果、実施スケジュール

②私立幼稚園における 2 歳児受入による待機児童解消効果

6 結果

□提案どおり進める

□サマーレビューで審議

■提案内容を一部見直して進める

□再度、調査研究等を行い検討

□その他

具体的内容

保育補助者雇上事業については、

サテライト型保育事業の成果を

見極めてから再度検討すべきで

ある。

7 その他


